埼玉県水源地域対策基金条例
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　　　　　　　　　　　　　昭和五十五年十月十七日
　　　　　          　　　　　 条例第四十二号
　　(設置)
　第一条　県が水道の用に供する水資源の開発又は利用のための施設の建設に伴い、そ
　　の生活の基礎に著しい影響を受ける者の生活の安定と福祉の向上並びにその基礎条
　　件が著しく変化する地域及びその周辺地域の振興を図るため、並びに当該施設の建設
　　が中止となった地域への影響緩和を図るため、埼玉県水源地域対策基金（以下「基金」
　　という。）を設置する。
    (積立て)
  第二条  毎年度基金として積み立てる額は、当該年度の一般会計歳入歳出予算で定め
　　る額とする。
    (市町村の協力)
  第三条　前条の規定により積み立てる額の一部については、県から水道用水の供給を受
　　ける市町村及び一部事務組合又は当該一部事務組合を組織する市町村に対し、その
　　負担について協力を求めるものとする。
　  (管理)
　第四条　基金に属する現金は、金融機関への預金その他最も確実かつ有利な方法により
　　補完しなければならない。　　
  ２  基金に属する現金は、必要に応じ、最も確実かつ有利な有価証券に代えることができ
　　る。
　　(運用益金の処理)
　第五条　基金の運用から生ずる収益は、一般会計歳入歳出予算に計上して、この基金に
　　編入するものとする。
　　(委任)
　第六条　この条例に定めるもののほか、基金の管理に関し必要な事項は、知事が定める。
附　則
    この条例は、公布の日から施行する。
